
２０２５／０４／０２（水）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

春の全国交通安全運動
４月６日（日）～４月15日（火）

4月10日は、「交通事故死ゼロを目指す日」です

《交通弱者の事故防止》
ゆずり合い 心の余裕が 事故防ぐ

《子ども・高齢者の横断に備え、「かもしれない運転」を》
○ 停車中の車両の間から、小学生が横断してきた
○ 左折する乗用車の陰から、高齢者が横断してきた
○ バス停のバスの陰から、子ども・高齢者が横断してきた

《「死角」に隠れた、自転車等に備え、「かもしれない運転」を》
○ ハンドル操作の前に、確認と減速
○ 右左折時は、交差点の手前から確認
○ 「歩道」を通過する時は、「歩道の手前」で、「一時停止」

そろそろ自転車が・・・
自転車のふらつきや転倒に注意
見かけたら距離を空けましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

構内事故・バック事故の根絶

信号待ち車への追突
漫然運転、わき見運転に注意しましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

早朝５時 見通しの良い直線
横断歩道のない場所

横断中の高齢男性 車にはねられ、意識不明の重体
◇見通しが良くても･･･◇

◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２５／３／２１（金）
２１日午前５時半過ぎ、高知県の県道を横断していた男性（７９）が車にはねられ、頭などを強く打ち意識不明の

重体で病院に搬送されました。現場は片側２車線の見通しの良い直線で、横断歩道はありませんでした。

午前７時 軽乗用車が自転車に追突
自転車の89歳男性、顔の骨を折るなど、意識不明の重体

◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇
◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２５／３／２０（木）

２０日午前７時半ごろ、長野県の県道で軽乗用車が自転車が追突しました。この事故で、自転車に乗っていた男
性（８９）が顔の骨を折るなどして意識不明の重体となっています。

午前８時 国道 片側１車線のカーブ
軽乗用車同士が正面衝突 4人けが、母子か2人重体

◇カーブ手前では十分減速し、滑走スリップ、横滑りスピンに注意しましょう◇
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２５年３月２１日
２１日午前８時ごろ、岡山県の国道のカーブで軽乗用車２台が正面衝突する事故があり、警察によりますと、双方

の車のドライバーと同乗者、合わせて４人が病院に運ばれました。１台の車には親子とみられる女性と幼い子ども
の合わせて３人が乗っていて、警察によりますとこのうち女性と幼い男の子が重体だということです。


